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１
月
15
日
か
ら
通
常
国
会
が
開
会

さ
れ
活
発
な
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
暮
ら
し
は
日
に
日
に
苦
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
食
料
品
や
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
、
電
気
料
金
な
ど
生
活
必

需
品
の
値
上
が
り
が
激
し
く
、
物
価

上
昇
率
は
４
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

た
び
重
な
る
大
寒
波
と
大
雪
に
お

そ
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
こ
の
影
響

は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
及
び
更
に

生
活
を
圧
迫
し
て
き
ま
す
。

　

消
費
支
出
に
対
す
る
食
費
を
表
す

エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
２８
％
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
更
に
高
額
療
養
費
を
引
き
上

げ
、
給
付
金
５
３
３
０
億
円
の
削
減
や

大
学
授
業
料
の
値
上
げ
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
暮
ら
し
応
援
予
算
案
と
は
程

遠
い
も
の
で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
大
企
業
に
は
法
人
税
減
税

な
ど
の
優
遇
策
に
よ
っ
て
６
０
０
兆
円

に
迫
る
内
部
留
保
が
溜
め
こ
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
実
質
的
法
人
税
は
大
企

業
で
１０
％
、
中
小
企
業
で
は
１８
％
程
度

で
す
。

　

そ
の
上
、
半
導
体
・
Ａ
Ｉ
企
業
ラ
ピ

ダ
ス
、
キ
オ
ク
シ
ア
、
マ
イ
ク
ロ
ン
、

　

部内資料

問
題
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

特
に
本
人
や
家
族
へ
の
影
響
が
大
き
い

と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
「
認
知
症
」

だ
。
こ
れ
に
よ
り
社
会
的
・
経
済
的

負
担
が
増
大
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

▼
日
本
で
は
、
65
才
以
上
の
高
齢
者
が

全
人
口
の
約
29
％
に
達
し
、
認
知
症
の

患
者
は
年
々
増
加
し
て
５
人
に
１
人
が

罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
２
０
２

５
年
に
は
１
千
万
人
に
な
る
と
の
予
測

も
あ
り
、
医
療
・
介
護
費
用
や
介
護

人
材
不
足
な
ど
の
社
会
的
課
題
が
さ

ら
に
深
刻
化
す
る
懸
念
が
あ
る
▼
自

分
も
80
才
近
く
な
り
、
物
忘
れ
が
多

く
な
り
、
今
ま
で
出
来
た
こ
と
が
ス
ム

ー
ズ
に
い
か
な
く
な
り
、
地
元
の
病
院

の
「
物
忘
れ
外
来
」
を
今
年
受
診
し

た
。
記
憶
力
テ
ス
ト
、
問
診
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
な
ど
を
受
け
「
年
相
応
の
変

化
」
と
診
断
さ
れ
、
念
の
た
め
半
年
後

再
検
査
と
な
っ
た
▼
本
人
や
家
族
が
言

動
や
行
動
に
に
不
安
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
る
前
に

気
軽
に
受
診
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

今
年
は
２
０
２
５
年
、
い
わ

ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
８
０

０
万
人
全
員
が
75
歳
後
期

高
齢
者
と
な
り
「
２
０
２
５

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
に
４
兆
円
の
支
援
を

行
い
、
さ
ら
に
石
破
政
権
が
１１
月
に

１０
兆
円
以
上
の
公
的
支
援
策
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
中

小
・
小
規
模
企
業
対
策
費
は
、
１
６

９
５
億
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
中
小
企

業
へ
の
国
の
抜
本
的
支
援
強
化
こ
そ

　
　
　

石
破
内
閣 

25
年
度
当
初
予
算
案
提
出

文
芸
欄　

今
月
は
川
柳
で
す

天
照
ら
せ
世
界
の
夜
明
け
小
諸
か
ら　
　

    

守

半
大
人
大
統
領
に
返
り
咲
く                 　

徳
子

ト
ラ
暴
走
石
は
投
げ
ず
に
ス
リ
寄
っ
て　

  
山
茶　

　

前
回
「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
の
設

置
反
対
運
動
を
始
め
た
と
報
告
し

ま
し
た
。

　

東
北
電
力
は
昨
年
２
月
、
女
川

原
発
２
号
機
の
再
稼
働
に
む
け

て
、
核
の
ゴ
ミ
「
乾
式
貯
蔵
施

設
」
を
敷
地
内
に
設
け
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
、
設
置
許
可
申
請
を

原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
が
実
現
し
な
け
れ

ば
、
２
号
機
は
４
年
後
に
使
用
済

み
燃
料
プ
ー
ル
が
満
杯
に
な
り
、

運
転
を
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

追
い
込
ま
れ
た
東
北
電
力
は
、

ウ
ソ
で
塗
り
固
め
住
民
を
ご
ま
か

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
の
ウ
ソ
は
、
「
敷
地
に
は

核
の
ゴ
ミ
は
置
か
な
い
、
持
ち
出

す
」
と
い
う
約
束
を
ほ
ご
に
し
た

こ
と
で
す
。

　

第
二
の
ウ
ソ
は
、
搬
出
先
も
搬

出
時
期
も
示
さ
な
い
「
一
時
保

管
」
と
い
う
言
い
草
で
す
。

女
川
原
発
は
い
ま
＝

現
地
か
ら
の
報
告 

２
　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
破
綻
し
て

い
る
中
で
、
一
旦
同
意
し
た
ら
半

永
久
的
に
「
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
」

に
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

昨
年
12
月
、
阿
部
律
子
・
髙
野

晃
両
町
議
の
名
で
、
乾
式
貯
蔵
施

設
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
（
２
２
０
０
世
帯
に
配
布
、

１
８
７
通
回
答
）
。
そ
の
結
果
は

反
対
が
６４
％
、
賛
成
は
わ
ず
か
１５

％
で
し
た
。
１
月
１７
日
に
女
川
町

長
に
そ
の
結
果
を
届
け
ま
し
た
。

「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
設
置
に
は
、

県
と
女
川
町
、
石
巻
市
の
同
意
が

必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
町
有
権
者
の
過
半
数
署
名
に
取

り
組
み
、
女
川
町
長
に
「
核
ゴ
ミ

貯
蔵
施
設
の
計
画
に
同
意
す
る

な
」
と
迫
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

一
方
、
県
内
外
の
署
名
も
集
め
よ

う
と
、
団
体
署
名
と
個
人
署
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
も
す
す
め
て
い

ま
す
。
池
田
町
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

池
田
九
条
の
会
が
昨
年
町
に
提

出
し
た
「
自
衛
隊
へ
の
若
者
の
個

人
情
報
の
提
出
中
止
」
の
要
望
に

対
し
、
町
は
個
人
情
報
を
出
し
て

欲
し
く
な
い
人
に
対
し
て
は
「
除

外
申
請
」
で
対
応
す
る
と
申
請
を

受
け
付
け
始
め
て
い
ま
す
。

   

対
象
は
２
０
２
５
年
度
中
に
１８
歳

と
２２
歳
に
な
る
方
で
３
月
末
が
期

限
で
す
。
情
報
提
供
し
た
く
な
い

方
は
面
倒
で
す
が
、
申
請
を
お
勧

め
し
ま
す
。
（
正
確
な
こ
と
は
町

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
）

　

私
た
ち
は
憲
法
違
反
の
提
供
の

中
止
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
１
０

０
歩
譲
っ
て
も
社
会
通
念
上
、
提

供
を
受
け
る
側
が
対
象
者
に
依
頼

す
べ
き
だ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
中
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

    

豊
町　

曽
根
原
鈴
美

必
要
な
こ
と
で
す
。

　

更
に
軍
事
費
の
異
常
な
突
出
が

あ
り
ま
す
。
22
年
か
ら
25
年
ま
で

３
年
間
で
３
・
３
兆
円
増
え
、
25
年

当
初
予
算
案
は
８
・
７
兆
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
上
に
後
年
度
負
担
と
称
す
る

分
割
払
い
金
が
加
わ
り
総
額
は
15

兆
７
千
億
円
の
巨
額
に
な
り
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
軽
視
し
歪
ん
だ
予
算

案
の
組
み
替
え
を
要
求
し
ま
す
。

（
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長　

太
田
勍
）

沖
縄
「
糸
洲
の
壕
」
佐
久
市
が
整
備
完
了

      

糸
満
市
「
信
濃
の
塔
」
で
戦
没
者
追
悼

　

沖
縄
糸
満
市
の
洞
窟
「
糸
洲
の

壕
」
で
佐
久
市
が
進
め
て
い
た
整
備

が
完
了
し
、
３０
日
現
地
で
式
典
が

開
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
同
地
に
あ
る

長
野
県
出
身
戦
没
者
の
慰
霊
碑

「
信
濃
の
塔
」
で
戦
没
者
の
追
悼
式

と
慰
霊
祭
が
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ

た
。
遺
憾
な
が
ら
「
糸
洲
の
壕
」

と
い
う
存
在
を
知
る
人
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

記
事
に
よ
れ
ば
壕
は
太
平
洋
戦
争

中
の
沖
縄
戦
で
野
戦
病
院
が
置
か

れ
、
佐
久
市
野
沢
出
身
の
小
池
勇

助
軍
医
が
看
護
隊
女
学
生
ら
を
指

揮
、
本
人
は
自
決
し
た
一
方
、
女

学
生
に
は
「
生
き
て
戦
争
の
悲
惨

さ
を
伝
え
る
よ
う
に
」
諭
し
た
と

さ
れ
25
人
中
22
人
が
戦
後
を
生
き

た
と
い
う
。
小
池
軍
医
の
残
し
た
言

葉
に
は
感
銘
す
る
。

　

戦
後
80
年
き
な
臭
く
な
っ
た
今
、

学
び
語
り
継
ぐ
こ
と
は
平
和
に
と
っ

て
大
切
だ
。　
　

  

（
山
本
伸
一
）

公
平
、
公
正
な
報
道
を

　
　
　
　

望
み
ま
す

　

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
見
出
し

を
強
調
し
た
い
の
か
ポ
イ
ン
ト
な
の

か
、
文
字
色
の
異
な
る
時
が
あ
り

ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
「
日

本
政
府
が
学
校
へ
オ
ー
ブ
ン
を
贈
っ

た
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
「
日
本
政

府
が
」
と
い
う
５
文
字
が
黄
色
で

し
た
。

　

お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
子
ど
も

達
、
あ
り
が
た
い
と
述
べ
る
厨
房
の

人
が
映
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
、

被
団
協
の
人
が
石
破
首
相
と
面
会

し
た
後
、
会
見
で
「
首
相
か
ら
得

ら
れ
た
も
の
は
な
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
国

会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す

ら
後
ろ
向
き
で
す
」
と
述
べ
た
こ

と
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
も
ら
い
た

い
。  　

     

吾
妻
町　

西
田
良
平

女
川
町　

元
町
議
会
議
員  

高
野
博

核
の
ゴ
ミ
貯
蔵
施
設
の
計
画
を 

断
念
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
発
を
止
め
よ
う
！

自
衛
隊
名
簿
提
出

　
　
　

除
外
申
請
と
は 

　

町
立
美
術
館
主
催
の
「
信
州
池

田
ク
ラ
フ
ト
展
」
実
行
委
員
会
主

催
の
「
コ
ネ
ク
ト
展
」
が
昨
年
秋

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
場
料
無
料
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
町
内
外
か
ら
沢
山
の
入
場
者

が
訪
れ
ま
し
た
。　

 

　

そ
の
見
学
者
の
中
に
は
小
学
生

の
職
場
学
習
を
テ
ー
マ
に
訪
れ
た

児
童
も
お
り
、
作
品
に
対
す
る
学

芸
員
の
説
明
に
目
を
輝
か
せ
て
聞

き
入
り
、
将
来
は
学
芸
員
に
な
り

た
い
と
話
し
た
児
童
も
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
健
康
木
馬
の
前
に
は

子
ど
も
た
ち
の
行
列
が
出
来
て
、

中
に
は
泣
き
出
す
子
も
お
り
学
芸

員
の
苦
労
も
大
変
だ
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
。 

　

ユ
ニ
ー
ク
な
町
立
美
術
館
が
内

外
の
出
品
者
、
見
学
者
に
愛
用
さ

れ
そ
の
体
験
が
そ
の
人
の
人
生
の

充
実
に
役
立
つ
な
ら
ば
主
催
者
で

あ
る
池
田
町
と
し
て
大
き
な
成
果

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

盛
況
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　

   

滝
沢　

服
部
守
正 

信
州
池
田
ク
ラ
フ
ト
展　

  

コ
ネ
ク
ト
展 

盛
大
に
開
か
れ
る

国
民
生
活
軽
視
・
大
企
業
優
遇
・
ア
メ
リ
カ
追
随
・

大
軍
拡
・
１
１
５
兆
円
に
の
ぼ
る
超
大
型
予
算
案

糸洲の壕　鎮魂の碑


